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は じ め に

　2009 年に公開された日本の映画に『ジェネラル・ルージュの

凱旋』がある。原作は，現役医師であり小説家でもある海堂尊氏

による同名の作品。「ジェネラル・ルージュ」は「血まみれ将軍」

というところだろうか。誰が「血まみれ将軍」で，なぜそのよう

に呼ばれているのか，等々，作品の内容はともかくとして，私が

注目したいのは倫理委員会の場面である。病院が舞台で医療問題

を素材としている映画は数多くあり，なかには大学の教授会のシ

ーンがある映画はあっても，倫理委員会が登場する作品を私はほ

かには知らない。ストーリーの早い段階のシーンで，倫理委員会

は研究の倫理審査をしている。しかも，その委員会には，医師だ

けでなく病院の事務職員や，いわゆる外部委員も構成メンバーと

して加わっているという設定だ。

　原作者である海堂氏が最新医学に詳しいだけでなく，病院がお

かれた昨今の社会的状況にもアンテナを張っていることがわかる。

日本の医学部に倫理委員会が設置されたのは 1982 年の徳島大学

医学部が最初とされ，その後の 10 年間で国内すべての大学医学

部および医科大学に倫理委員会が出揃った。これにならって，一

般病院等においても同種の委員会の設置が進んだという経緯があ

る。どれくらいの規模の医療機関にどのような倫理委員会が設置

されているのか，法的な裏づけがあるわけではないので正確な統

計はないが，個人医院は別として，現在，ある程度大きな病院に

は倫理委員会があると見ていいだろう。また，エンターテイメン

ト系の映画の中に外部委員まで参加した倫理委員会のシーンがあ

ること自体，やはり，時代の流れの反映といえるのではないだろ
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うか。ただし，原作でも映画の中でも，いわゆる倫理委員会と，

懲罰委員会，あるいはリスクマネージメント委員会とが混同され

てはいないか，という点は指摘しておこう。

　さて，本書は，生命倫理学を学び始める人，すなわち初学者
（ビギナー）向けに編まれた。大学の教養課程で，あるいは専門科

目のひとつとして，さらには市民向けの講座やセミナーで……。

学ぶ場所やきっかけはさまざまかもしれない。医療現場で何年か

仕事をしながら，学生時代に独立した科目として学ぶことがなか

った生命倫理学に，はじめて出会うという人もいるかもしれない。

　編者は，この「はじめに」を書いている玉井と，「おわりに」

で締めてくれている大谷である。どちらも大学の教壇に立ち，お

もに初学者向けに生命倫理学の講義を展開している。先に述べた

ような病院の倫理委員会に外部委員として参加し，多種多様な案

件について医学・医療の専門家ではないという立場から話し合い

に参加するという経験もさせてもらっている。

　そうした経験を十分に活かしきれたかどうかはわからないが，

生命倫理学ってなんだろう，という新鮮な気持ちにこたえるべく

編集したつもりである。「類書はない」と自画自賛して宣伝した

いところだが，その点については実はそうではない，と謙虚に告

白しておこう。編者のひとりの大谷が大学ではなく高校の教壇に

立っている頃に手がけた『テーマ 30 生命倫理』（教育出版，改訂

版 2006 年）がある。何を隠そう私はこの教科書が大変気に入って

大学の授業で使っているし，実際ロングセラーとなっている。思

えば，それ以上のものをつくりたいと願ってはじめたこの本の編

集であった。

　しかし，気合いを入れすぎたのがいけなかったのか，編集作業

はけっして順調ではなかった。山あり谷ありの編集を支えてくだ
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さったのが，コラム執筆者のひとりである白井泰子氏である。白

井氏はすべての章に丁寧に目を通し，的確かつ説得力のあるコメ

ントをくださった。玉井は，信州は安曇野にある彼女の自宅を訪

ね（押しかけていき？），各章へのコメントを聴いた。辛口の指摘

にうなり，ときには著者になりかわって反論し，帰路につく頃，

家々の明かりが消えた安曇野は星がとてもきれいだった。白井氏

の存在がなければ，本書が世に出ることもなかったかもしれない。

　そんなふうにしてやっと世の光を浴びることになった本書が，

読者のみなさんにとって，生命倫理学とのよい出会いの一助にな

れば幸いである。
編者を代表して　玉井真理子　
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